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　いいかえれば、薬物依存からの回復には、薬物使用を止めてさらに長い年月を要するわけで

す。依存症という障害が、短期間のうちに突然生じるものではなく、何年もかけて少しずつそ

の人をむしばみ、進行したものであることを考えれば、むしろこれは当然のことでしょう。こ

のように確かに長い時間はかかりますが、薬物を止めつづければ、いつの日か失った自分らし

さを回復することができるのです。

薬物依存症は、回復可能な障害です。ただし、時間がかかります。

ご家族の方や周囲の人々は、薬が止まっているかどうかということだけに

一喜一憂しすぎず、一歩距離をおいて気長に見守っていく気持ちが大切になります。

回復を支える機関

　薬物依存症の人の回復を支える機関がいくつかありますが、それぞれできることとできな

いことがあります。どこかひとつの機関だけで治療が完結することは、むしろまれなこととい

うべきでしょう。

家族の人だけで問題を抱え込み解決しようとしないで、

それぞれの段階に応じて様々な機関を上手に利用していくことがとても重要です。

回復の４段階

回復には、状況や段階に合わせて様々な機関が必要になります


